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２月２７日寄贈式の活動 

スナッグゴルフを体験した小学生が、中学の部活動でゴルフ部を選択肢に入れてくれるよう、日

本ゴルフツアー機構と日本高等学校ゴルフ連盟が連携して進めている普及活動の２校目です。 

今回は大堀裕次郎選手を迎え、午前中はスナッグゴルフの講習会、昼食時は小学生と給食を共に

し、昼休みにドッジボールや鬼ごっこで交流を深めました。 

午後は、体育館で講演会を行いました。大堀選手が伝えたいこと２つ。 

１つ目は、自身がこれまで経験してきた怪我のお話をされ、「みんな本当に気をつけて」とやさ

しく小学生に伝えていました。 

２つ目は「夢を持つことの大切さ」。夢は大きければ大きいほどなお良くて、「挫折しそうになっ

たり、やめたくなったときでも大きな夢があれば、諦めずに続けていける」と話されていました。

大堀選手の夢「僕の夢は、マスターズで優勝することです」。 

東市小学校の岡野正宏校長先生は「プロとして活躍されている大堀選手のお言葉こそ、いちばん

子どもたちの心にまっすぐ届く。来年はうちにもゴルフ部を作る予定です。大堀選手もがんばって

ください！！」とおっしゃっていました。 

レッスン会の後、大堀選手の感想 

「ゴルフがもっと好きになった」や「大堀選手みたいにかっこいい人になりたい！！」と発表し

てくれた子がいて嬉しかった。岡野校長先生にまけじと自分も、これから子どもたちの大きな目標

でありたい。 

 今年は絶対１勝以上。初優勝目指して頑張ります。 

終始たのしい雰囲気の１日でした。 

 

 


